別紙様式
平成２４年度当初予算　　　支出科目　款：衛生費　項：保健予防費　目：感染症予防費
	事業名:子宮頸がん等ワクチン接種促進事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　　　　　健康福祉部　保健医療課　感染症対策担当　電話番号：058-272-1111（内2543）

　　　　　　　　　　　E-mail：c11223@pref.gifu.lg.jp
	事業費


（１）子宮頸がん等ワクチン接種促進事業費補助金
要求額：863,705千円（前年度予算額：1,314,507千円）
（２）子宮頸がん等ワクチン接種促進事業事務費
要求額：209千円（前年度予算額：209千円）

	事業内容


	１　事業の内容


　県は、国からの交付金を財源に、平成２２年１２月に「岐阜県子宮頸がん等ワクチン接種緊急促進臨時基金」を造成（平成２４年６月末まで設置）し、この基金を活用して市町村が実施する子宮頸がん予防ワクチン等の予防接種公費助成を支援している（事業実施期間：平成２２年度から２３年度まで）。
国の平成２３年度第４次補正予算案に、事業の終期を平成２４年度末まで延長するために必要な予算を計上することが盛り込まれた。これにより、平成２４年度に新たに標準的な接種対象年齢となる者の接種費用分について追加交付を受け、基金の積み増しを行い、県は平成２５年３月３１日までに市町村が実施する子宮頸がん等ワクチン接種事業に対し補助金を交付する。
（1）子宮頸がん等ワクチン接種促進事業費補助金
　　　基金を活用し、市町村が実施する子宮頸がん予防ワクチン等の予防接種公費助成事業に対し、補助金を交付する。
（２）子宮頸がん等ワクチン接種促進事業事務費
　　　岐阜県子宮頸がん等ワクチン接種促進事業を実施するために必要となる県事務費。

	２　所要経費


（1）子宮頸がん等ワクチン接種促進事業費補助金　863,705千円
○ワクチン接種促進事業　　858,837千円

・子宮頸がん予防ワクチン　　　　347,501千円

　　・ヒブワクチン　　　　　　　　　202,395千円

　　・小児用肺炎球菌ワクチン　　　　308,941千円

　○市町村事務費　　　　　　　4,868千円
（２）子宮頸がん等ワクチン接種促進事業事務費　　209千円
	　これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


	２　これまでの取組状況


平成22年度実績

子宮頸がん等ワクチン接種促進事業費補助金　　　１９６，６４３千円

○ワクチン接種促進事業　　　１９５，１３３千円

・子宮頸がん予防ワクチン　　　　９５，８８４千円

　　・ヒブワクチン　　　　　　　　　４０，４００千円

　　・小児用肺炎球菌ワクチン　　　　５８，８４９千円

　○市町村事務費　　　　　　　　　１，５１０千円　　

	３　これまでの取組に対する評価


　市町村が実施する子宮頸がん予防ワクチン等の予防接種公費助成事業への財政支援を行うことにより、被接種者及び市町村財政の負担を軽減し、大きな地域格差を生ずることなく県内全域において対象ワクチンの接種が促進された。引き続き、助成事業を行う。
（平成23年度には全市町村において、対象ワクチンすべての公費助成事業の実施が開始されている。原則無料。一部市町村では1回1千円程度の自己負担あり。）
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度
予算額
	1,314,716
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	1,314,716

	要求額
	863,914
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	863,914

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


